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1～3回は「ブロック積み」
4～6回は「爪楊枝積み」
7～9回は「新聞ちぎり」

6）動きをまねる（5分）

1～3回までステップ1の「基礎模倣」，「動作模倣」を行います．
4～7回まででステップ2の「基礎模倣」，「関係模倣」，「動作模倣（記憶更新課題）」
を行います．
1～7回を通して「動作模倣（遅延再生課題）」を続けます．

7）動きを言葉で伝える（0分）

前半は行いません．

後半：8回

1）身体を知る（2分）

「バランス運動」を継続します．

2）力加減を知る（0分）

後半は行いません．

3）動きを変える（3分）

「視覚・聴覚的注意トレーニング」を行います．

4）物をコントロールする（10分）

前半の「棒運動」を続けます．
「みんなでキャッチ」を行います．

5）指先を使う（10分）

＜前半と共通＞
7～9回は「新聞ちぎり」
10～12回は「ひも結び」
13～15回は「テニスボール積み」

6）動きをまねる（0分）

後半は行いません．

7）動きを言葉で伝える（15 分）

対象者のレベルに合わせながら8～9回はレベル1-1～4をメインに，
10回以降はレベル2-1をメインにします．


